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Twendee X服用期間
腸内細菌解析

1ヶ月間、毎日。
タカラバイオ株式会社
免疫の6割が関係する腸には多くの腸内細菌が住んでおり、善玉菌2割、悪玉菌1割、そのど
ちらにも属さない日和見菌7割を理想のバランスとします。酸化ストレスによってこのバランス
が崩れると菌の種多様性が低下し、各種疾患の原因になると言われているため、健康を維持
するためには腸内細菌のバランスや菌種の多様性を高めることが大切とされています。
Twendee X服用前後に便を回収し、前後の腸内細菌の変化およびお通じ状態をモニターし
ました。健康人の腸内細菌においても、Twendee Xの服用で善玉菌が増加、お通じも大幅に
改善しています。

:
:

排便及び便の状態の変化



睡眠時無呼吸症候群のモニター

近年、睡眠時無呼吸症候群の患者の約70％以上に炎症性マーカーが上昇していることが報告されています。
これは呼吸器のどこかに炎症が存在することを示唆していますが､通常の抗炎症剤ではその症状の軽減は見ら
れません。一方で、睡眠時無呼吸症候群患者の血液中に活性酸素が増加しているとの報告が多数見られます。
つまり、酸化ストレスが関係していることを意味します。

この炎症の原因が活性酸素によるものなのか、炎症があることで活性酸素が上昇するのかは明らかにされて
いません。しかし、疲労回復を目的でTwendee Xを内服していた睡眠時無呼吸症候群患者の数名から無呼吸
症状が消失したとの報告を受けました。そこで、家族から睡眠時無呼吸症の症状を指摘されている方に
Twendee Xを最低3週間継続内服していただき、その前後の症状についてのアンケートを実施しました。
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実施機関：たかしま耳鼻咽喉科

いびきが少なくなった

効果のあった項目

アンケート結果
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夜中に息苦しくて目が覚めることが少なくなった
ぐっすり眠れるようになった
昼間にとても眠くなることが少なくなった
気分がふさいでいて鬱な気分が減ってきた

昼間に集中力が出てきた
家族に寝ているときに息をしていないと言われなくなった
家族に大きないびきをかいていると言われなくなった
夜中にトイレに何度も行くのが減った
朝起きたときに頭痛がしなくなった
朝起きたときにのどが渇いてるのが減ってきた
お酒を飲んでもいびきがひどくならなくなった

アンケート対象

睡眠時無呼吸症候群を家人に指摘されており、症状が1年以上継続する男性35名。
平均年齢57.2歳。
合併症:糖尿病21名、高血圧7名、肥満26名。
Twendee Xを起床時に体重15～20kgあたり1粒(Twendee X 有効成分換算で13.3～17.6mg/kg)を内服、3週間
以上継続。その後にアンケート調査を行った(TIMA Japan株式会社)。



学会発表

国外学会
1. October 2020, The 22nd World Conference on Oxidative 

Stress Reduction, Redox Homeostasis & Antioxidants. 
“COVID-19 infection is oxidative stress disease. 
Twendee will be best solution to prevent and avoid 
severe symptoms.”

2. October 2020, The 22nd World Conference on Oxidative 
Stress Reduction, Redox Homeostasis & Antioxidants. 
“Does continuous OS reduction prevent and amelio-
rate through species diversity of intestinal bacteria? ”

国内学会

1. 2019年10月 第9回日本認知症予防学会学術集会 “Twendee Xの脳神経における作用”

2. 2019年10月 第1回日本脳サプリメント学会 “抗酸化サプリメントTwendee Xの臨床効果”

3. 2019年10月 第1回日本脳サプリメント学会 “抗酸化サプリメントTewndee Xは身体調整役として働く？”

4. 2019年9月 第61回日本神経学会学術大会 “脳神経疾患の抗酸化治療　-Twendee X　無限大の可能性-“

5. 2019年6月 第72回日本酸化ストレス学会学術集会 “抗酸化配合剤Twendee Xの酸化ストレス低減効果”

6. 2018年12月 第16回日本機能性食品医用学会総会 “アレルギー疾患への抗酸化配合剤 Twendee X 投与の
検討” 

7. 2018年9月 第8回日本認知症予防学会学術集会 “抗酸化サプリメント・Twendee X の認知症予防エビデンス
進捗状況”

8. 2018年9月 第8回日本認知症予防学会学術集会 “酸化ストレスが下がったら何が起こるのか？抗酸化配合剤 
Twendee Xを使った認知症、脳梗塞、花粉症、喘息、慢性副鼻腔炎、疲労などに対する基礎的・臨床的データ
から”

9. 2018年5月 第18回日本抗加齢医学会総会 “酸化ストレスを下げると何が起きるのか”

3. October 2019, Sustainable Industrial Processing Summit & Exhibition. “Brain Disease and Oxidative 
Stress: Ischemia and Dementia”. 

4. October 2019, Sustainable Industrial Processing Summit & Exhibition. “Cancer and Oxidative Stress”.

5. October 2019, Sustainable Industrial Processing Summit & Exhibition. “Does continuous oxidative stress 
reduction prevent and ameliorate diseases through species diversity of intestinal bacteria?”

6. October 2019, Sustainable Industrial Processing Summit & Exhibition. “Role of Anti-oxidant Twendee 
X for Maintenance of Voice and Swallow”.

7. October 2019, Sustainable Industrial Processing Summit & Exhibition. “Exposome-induced Oxidative 
Stress and Protective Effects of Antioxidants in Rats”.

8. November 2018, Sustainable Industrial Processing Summit and Exhibition. “Oxidative stress: Can We 
Reduce Oxidative Stress in Various Diseases?” 
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学会発表

教育/セミナー等

2019年8月

2019年8月

2019年9月

2019年1月

2018年11月

2018年9月

第2回抗酸化サミット　～認知症と健康長寿～ . 公開セミナー、大阪　

第2回抗酸化サミット　～認知症と健康長寿～ . 公開セミナー、東京　

酸化ストレスと疾患. 特別講演会.　

寿命と酸化ストレス. 抗酸化研究公開セミナー　～健康長寿とアレルギー疾患～

寿命と酸化ストレス. 第１回健康長寿と抗酸化サミット

名古屋中小企業振興会 経営者フォーラム “本当に長生き出来る食生活と生活習慣の提案 
～体のサビを防いで癌、糖尿病、高血圧、認知症の予防～”

ITbM セミナー “寿命と酸化ストレス”

第36回健康博覧会セミナー “体のサビが認知症や成人病を作る　認知症、ガン、糖尿病、
高血圧、花粉症、にきびも酸化ストレスが原因だった！”

“アレルギー疾患はサビが原因！？” 第1回花粉症、第2回皮膚炎、第3回潰瘍性大腸炎 （愛
知、岐阜、三重）

論文発表

・楊 馥華、 田中 翔、 マーカス・マチューシカ・グライフェンクラウ、 吉川 敏一、 岡田 直美、 犬房 春彦. 世界初の抗酸化剤
の認知症予防の達成 -抗酸化剤Twendee Xが超高齢社会に挑む-. BIO Clinica Vol.35 No.10 Sep. 2020.

・Koh Tadokoro, Yasuyuki Ohta, Haruhiko Inufusa, Alan Foo Nyuk Loon, Koji Abe. Prevention of Cognitive De-
cline in Alzheimer's Disease by Novel Antioxidative Supplements. Int J Mol Sci. 2020 Mar; 21(6)

・楊 馥華、 田中 翔、 マーカス・マチューシカ・グライフェンクラウ、 吉川 敏一、 岡田 直美、 犬房 春彦.　世界初の認知症
予防の達成（抗酸化研究部門配合剤Twendee Xによる認知症予防達成までの経緯）. Medical Science Digest, Vol 
45(13), 2019.11.

・楊 馥華、 田中 翔、 マーカス・マチューシカ・グライフェンクラウ、 吉川 敏一、 岡田 直美、 犬房 春彦.　世界初の認知症
予防の達成 -酸化ストレス・炎症・免疫との関連. BIO Clinica Vol.35 No.4 Apr. 2020.

・Koh Tadokoro, Ryuta Morihara, Yasuyuki Ohta, Nozomi Hishikawa, Satoko Kawano, Ryo Sasaki, Namiko 
Matsumoto, Emi Nomura, Yumiko Nakano, Yoshiaki Takahashi, Mami Takemoto, Toru Yamashita, Setsuko 
Ueno, Yosuke Wakutani, Yoshiki Takao, Nobutoshi Morimoto, Yumiko Kutoku, Yoshihide Sunada, Katsushi 
Taomoto, Yasuhiro Manabe, Kentaro Deguchi, Yasuto Higashi, Haruhiko Inufusa, Fukka You, Toshikazu Yo-
shikawa, Markus Matuschka von Greiffenclau, Koji Abe. Clinical Benefits of Antioxidative Supplement 
Twendee X for Mild Cognitive Impairment: A Multicenter, Randomized, Double-Blind, and Place-
bo-Controlled Prospective Interventional Study. J Alzheimers Dis. 2019; 71(3): 1063-1069

・平野 滋、 犬房 春彦、 杉山 庸一郎、 金子 真美、 吉川 敏一. 声とアンチエイジング、日本抗加齢医学会雑誌、第15巻、第
2号、214-219. 2019.4.

・Momoko Kusaki, Yasuyuki Ohta, Haruhiko Inufusa, Toru Yamashita, Ryuta Morihara, Yumiko Nakano, Xia 
Liu, Jingwei Shang, Feng Tian, Yusuke Fukui, Kota Sato, Mami Takemoto, Nozomi Hishikawa, Koji Abe. 
Neuroprotective Effects of a Novel Antioxidant Mixture Twendee X in Mouse Stroke Model. J Stroke 
Cerebrovasc Dis. 2017 Jun;26(6):1191-1196.
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2018年8月

2018年1月

2018年1月～3月



研究室について About  our  laboratory
プロフィール

アドバイザー

連絡先

犬房 春彦
公益財団法人 ルイ・パストゥール医学研究センター抗酸化研究室 主席研究員／岐阜大学 
科学研究基盤センター 共同研究講座 抗酸化研究部門 特任教授

略歴：1982年近畿大学医学部卒業。1988年近畿大学医学部 大学院
外科学系卒業（医学博士）。専門は消化器外科で腹腔鏡手術、癌転移の
研究。近畿大学を退職後、2007年よりTIMA establishment の主席
研究員としてアルコール代謝、糖・脂質代謝、酸化ストレスの研究を開始。
2013年岐阜大学 科学研究基盤センター共同研究講座 抗酸化研究部門
の新設にあたり、特任教授に就任。現在は酸化ストレスと抗酸 化配合剤
「Twendee X」に関する研究を行う。2020 年 3 月より公益財団法人 
ルイ・パストゥール医学研究センター 抗酸化研究室 主席研究員。

室長：吉川 敏一（M.D., M.PhD.）/主席研究員：犬房 春彦（M.D., M.PhD.）/主任研究員：楊 馥華 (Ph., M.PhD.）

特任教授：犬房 春彦（M.D., M.PhD.）/特任助教：岡田 直美 (M.D. 、 M.PhD.）/特任助教：楊 馥華 (Ph. 、 M.PhD.）/
学術研究補佐員：原川 義哲

吉川 敏一 ( 公益財団法人 ルイ・パストゥール医学研究センター 理事長、日本酸化ストレス学会 名誉理事長、抗加齢
医学学会 名誉理事長 ) / 中島 拓 ( 広島大学大学院 分子内科学 助教 )/ ヘルムート・デュルシュラーグ ( レーゲンス
ブルグ大学 生物物理学・物理生化学研究所 博士 ) / クリスチャン・アマトーレ ( フランス：パスツール研究所 フランス
科学アカデミー会員 )/ 岡田 直美（ナオミクリニック 院長）/ 田中 香お里 （岐阜大学 嫌気性菌研究分野 教授）/
福井浩二 (芝浦工業大学 システム理工学部 生命科学科 分子細胞生物学研究室 教授 )

共同研究や取材等は、メールにてお問い合わせください。 
また、一般の方々からの抗酸化研究に関するご質問も受け付けております。

https://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/staff/staff_anti.html

TEL 058-230-6548　FAX 058-230-6549
〒501-1194 岐阜県岐阜市柳戸 1-1 医学部棟 7階

東海国立大学機構 岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 共同研究講座抗酸化研究部門

公益財団法人 ルイ・パストゥール医学研究センター 抗酸化研究室

〒606-8225 京都市左京区田中門前町 103-5
https://antioxidantres.jp/

2022年6月制作

WEBサイトはこちらの
QRコード読み取りください

WEBサイトはこちらの
QRコード読み取りください

YouTube「抗酸化チャンネル」で
動画配信中

メールアドレス kousanka@antioxidantres.jp


